
第
二
章

日
体
桜
華
女
子
高
等
学
校
の
沿
革

(
一
)

創
設
と
そ
の
趣
旨

昭
和
三
十
二
年
九
月
二
十
日
、
学
校
法
人
日
本
体
育
会
理
事
会
は
翌
三
十
三
年
度
開
校
と
す
る

「桜
華
女
子
高
等
学
校
」

の
設
置
を

決
定
し
た
。
た
だ
ち
に
設
立
準
備
に
入
り
、
同
年
十
二
月
五
日
に
設
置
認
可
申
請
書
が
東
京
都
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
設
置
計
画
で
は
、

日
本
体
育
大
学
構
内
に
施
設
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
た
た
め
に
文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
折

衝
は
順
調
に
運
び
、
翌
三
十
三
年

一
月
二
十
三
日
付

で
、
文
部
省
大
学
学
術
局
長
か
ら
承
認

の
通
知
を
受
け
、
さ

っ
そ
く
校
舎
建
築
に

取
り
か
か

っ
た
。
翌
二
十
四
日
に
は
東
京
都
私
学
審
議
会
に
お
い
て
本
校
の
設
立
認
可
が
決
定
を
見
、
た
だ
ち

に
入
学
案
内
等
の
準
備

を
進
め
生
徒
募
集
に
踏
み
切

っ
た
。
三
月

一
日
、
東
京
都
知
事
よ
り
、
正
式
に
設
置
認
可
を
受
け
四
月

一
日
開
校
が
決
ま

っ
た
。

飯
塚
晶
山
初
代
校
長

の
手
に
な
る

『学
校
法
人
日
本
体
育
会
桜
華
女
子
高
等
学
校
創
立
史
』

(以
下

「創
立
史
」
と
略
記
)
に
よ
れ

ば
、
女
子
高
等
学
校

の
設
立
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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一
、
最
近
東
京
都
の
人
口
ま
す
ま
す
密
度
を
加
え
、
従

っ
て
世
田
谷
区
を
中
心
と
し
、
城
南
城
西
地
区
お
よ
び
そ
の
附
近
の
女
子

教
育
の
要
望
甚
だ
し
く
切
実
を
み
る
に
至

っ
た
こ
と

二
、
日
本
体
育
大
学
お
よ
び
同
女
子
短
期
大
学
は
七
十
余
年
の
伝
統
を
有
す
る
優
秀
な
体
育
指
導
者
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
る
が

従
来
教
育
実
習
校
と
し
て
は
、
男
子
教
生
に
対
す
る
荏
原
高
等
学
校

の
み
で
あ

っ
て
、
女
子
教
生
に
対
す
る
施
設
の
な
い
こ
と



を
多
年
遺
憾
と
し
、
そ
の
必
要
性
極
め
て
緊
急
な
も
の
が
あ
る
こ
と

三
、
次
代

の
健
康
な
国
民
育
成
の
根
本
が

一
に
女
性
の
健
体
に
あ
る
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
即
ち
健
全
な

母
体
の
形
成
こ
そ
、
国

家
社
会
隆
昌
の
基
を
な
す
が
故
に
、
健
康
を
基
本
と
す
る
生
活
教
育
の
実
践
を
重
ん
ず
る
こ
と

四
、
女
子
は
将
来
家
庭
教
育
の
重
責
に
あ
た
り
、
徳
性
の
培
養
に
努
め
る
た
め
、
特
に
孝
道
精
神
を
も

っ
て

一
貫
教
育
を
目
指
す

こ
と

五
、
女
子
高
校
教
育
は
真
理
を
愛
し
学
問
を
好
む
習
慣
を
養

い
、
社
会
の
進
歩
に
応
じ
た
感
覚
を
培

い
、

女
子
と
し
て
の

一
般
教

養

の
外
、
卒
業
後
実
際
生
活
殊
に
社
会
活
動
に
必
要
な
諸
種
の
特
別
指
導
を
行
う
こ
と

右

の
設
立
の
要
点
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
桜
華
女
子
高
等
学
校

の
設
立
の
意
図
は
高
校
進
学
者
の
増
加
に
対
応
す
る
こ
と
、
日
本
体

育
大
学
学
生

(特
に
女
子
学
生
)

の
教
育
実
習
校
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
健
康
を
前
提

に
し

た
教
育
方
針
を
女
子
教

育
に
も
り
込
ま
せ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
設
置
趣
意
書
で
確
か
め
て
み
よ
う
。
当
該
設
置
趣
意
書
に
よ
る
と
教
育
方

針
は

「身
体
精
神
両
生
活
の
健
全
な
向
上
発
展
を
基
礎
と
し
、
徳
性
の
酒
養
、
特
に
躾
教
育
に
留
意
し
、
女
子

と
し
て
実
際
に
役
立
つ

教
養
に
重
き
を
置
き
、
全
生
活
を
通
し
て
自
主
自
発
的
に
陶
冶
成
長
す
る
有
為
な
家
庭

の
婦
人
、
国
家
社
会
の
公
民
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
日
本
体
育
会
が
体
育
専
攻
の
永
き
伝
統
と
歴
史
を
有
す
る
日
本
体
育
大
学
及
び
女
子
短
期
大
学

を
経
営
し
、
男
女
体
育
指
導
者

の
養
成
に
努
力
し
て
い
る
」

こ
と
、
し
か
も

「
こ
れ
が
教
育
実
習
校
と
し
て
は
男
子
教
生
に
対
す
る
荏

原
高
等
学
校
だ
け
で
あ

っ
て
、
女
子
教
生
に
対
す
る
施
設
が
な

い
こ
と
を
多
年
遺
憾
と
し
た
」
こ
と
か
ら
、
女

子
実
習
校

の
必
要
性
が

極
め
て
緊
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
健
全
な
女
性
教
育
を
基
本
と
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
体
育
大
学
の
実
習

校
と
し
て
の
役
割
が
、
本
校
設
立
の
重
要
な
目
的
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
町
三
丁
目
三
十
三
番
地
、
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日
本
体
育
大
学
構
内
に

「
桜
華
女
子
高
等
学
校
」
は
創
立
さ
れ
た
。
な
お
、
校
舎
は
す
で
に
、
文
部
省
か
ら

の
認
可
が
下
り
た
時
点
で

着
工
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
二
十

一
日
に
落
成
し
た
。
今
日
の
日
本
体
育
大
学
七
号
館
で
あ
る
。

と

ま

れ

三

回

に

わ

た

る

入

学

考

査

を

行

い
、

四

月

六

日
、

一
9

り

、

「
桜

華

女

子
高

等

学

校

」
の
発

足

を

見

た

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

示

し

て

お

き

た

い
。

一名
の
入
学
者
を
迎
え
て
、
第

一
回
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
文
字
通

、
昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
に
制
定

の
記
念
す
べ
き
学
則
を
以
下
に

桜

華

女

子

高

等

学

校

学

則

第

条

第

二

条

第

三

条

第

四

条

第

一
章

総

則

本
校
は
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法

の
精
神
に
も
と
つ
い
て
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
女

子
に
高
等
普
通
教
育
を

施
し
、
特
に
自
主
自
覚

の
下
に
心
身

の
健
康
を
期
し
、
教
養
を
積
み
、
徳
性
を
養

い
、
生
活
教
育
の
実
践
に
努

め

て
、
有
為
な
家
庭
の
婦
人
、
国
家
社
会
の
公
民
を
育
成
す
る
こ
と
を
も

っ
て
目
的
と
す

る
。

本
校
に
本
科
と
し
て
通
常
課
程
の
普
通
科
を
置
き
、
修
業
年
限
を
三
年
と
す
る
。

本
校

の
生
徒
牧
容
定
員
は
本
科
普
通
科
二
四
〇
名
と
す
る
。

第
二
章

学
年
、
学
期
、
休
業
日

学
年
は
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
を
分
け
て
左

の
二
学
期
と
す
る
。

前
学
期
は
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
九
月
三
十
日
に
終
る
。

後
学
期
は
十
月

一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
日
に
終
る
。
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第

五

条

休
業
日
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

、
国
民
の
祝
日
、
日
曜
日
、
日
本
体
育
会
及
び
本
校
記
念
日

、
夏
季
休
業

(七
月
二
十

一
日
よ
り
入
月
三
十

一
日
に
至
る
)

、
冬
季
休
業

(十
二
月
二
十
五
日
よ
り
翌
年

一
月
八
日
に
至
る
)

、
学
年
末
休
業

(三
月
二
十
五
日
よ
り
三
月
三
十

一
日
に
至
る
)

第
三
章

教
育
課
程
授
業
時
数
単
位
数

第

六

条

教
育
過
程
、
毎
週
学
習
時
数
及
び
単
位
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

科会社 語国 教
科

科
目

数 人 世 日 社 国 国 各

学
文 界 本
地

i≡五 三五
口ロ ロロ

単年
位別

1 理 史 史 会 乙 甲 時
数

第
一 並

日

六 三 三 年

第
二 通

三 四 一 三 年

第
三 科

三 四 二 三 年
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特 庭 家
外

里 術 芸 雛 科 理 学数

別 ロロ

教

育 食 被 家 英 書 美 音 保 体 生 化 物 数

活 塵 学

動 物 服 般 語 道 術 楽 健 育 物 学 理 II

)

選
二 四 四 二 二 三 三 二

)

選
二 二 二 四 二 二 一 三 二 三

}

選
二 二 二 四 二 一 三 三 三
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単

位

数

計

三
四

三
四

三
四

の

第

七

条

第

八

条

第

九

条

第

十

条

第

十

条

第

十

二

条

第

十

三

条

第

十

四

条

第

十

五

条

第
四
章

入
学
、
転
学
、
退
学
、
卒
業

中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
監
督
庁
の
定
め
る
所
に
よ
り
、
あ
る
い
は
本
校
に

お
い
て
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
を
本
科
普
通
科
に
入
学
さ
せ
る
。

入
学
志
願
者
は
本
校
所
定
の
入
学
願
書
と
出
身
中
学
校
長
の
調
査
書

(報
告
書
)
に
入
学

考
査
料
を
添
え
て
願
出

る
も

の
と
す
る
。

入
学
許
可
は
志
願
者

の
出
身
学
校
に
お
け
る
成
績
と
本
校
に
お
け
る
入
学
考
査
及
び
身
体
検
査
の
結
果
に
よ
り
校

長
が
決
定
す
る
。

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
直
ち
に
本
校
所
定

の
保
証
人
を
定
め
、
誓
約
書
を
提
出
し
、
入
学
料
を
納
入
す
る
こ

と
保
証
人
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
新
旧
保
証
人
の
連
署
を
も

つ
て
届
出
る
も
の
と
す
る
。

保
証
人
は
入
学
者

の
父
兄
ま
た
は
こ
れ
に
代

っ
て
入
学
者
に
関
す
る

一
切
の
責
任
を
負

い
、
且

つ
学
校
の
教
育
に

協
力
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

生
徒
が
病
気
そ
の
他
の
事
情

の
た
め
欠
席
し
よ
う
と
す
る
時
は
直
ち
に
そ
の
理
由
を
詳
記
し
必
ず
保
証
人
よ
り
届

出
る
も
の
と
す
る
。
但
し
病
気
の
た
め

一
週
間
以
上
に
わ
た
る
と
き
は
医
師

の
診
断
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。

転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
そ
の
理
由
を
詳
記
し
て
保
証
人
よ
り
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
理
由
を
詳
記
し
た
保
証
人
連
署

の
退
学
願
を
差
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

病
気
ま
た
は
そ
の
他

の
理
由
で
休
学
を
願
い
出
た
者
に
対
し
て
は
、
止
む
を
得
な
い
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
校

長
は

一
年
以
内
の
期
間
で
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
休
学
期
間
内
で
も
休
学
の
事

由
が
休
ん
だ
時
は
原
学
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第

十

六

条

第

十

七

条

第

十

入

条

第

十

九

条

第

二

十

条

第
二
十

一
条

年
以
下
に
復
さ
せ
る
。

卒
業
を
認
め
る
に
は
、
平
素

の
成
績
を
評
価
し
て
こ
れ
を
定
め
る
か
、
所
定

の
学
習
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
を

要
す
る
。

卒
業
し
た
と
認
め
た
者
に
は
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。

第
五
章

教
職
員
組
織

本
校
に
左
の
教
職
員
を
置
く

校
長

一
名

教
諭

十
二
名
以
上

講
師

若
干
名

実
習
助
手

二
名

事
務
職
員

二
名

学
校
医

一
名

学
校
歯
科
医

一
名

校
長
は
校
務
を
掌
り
所
属
職
員
を
監
督
す
る
。

教
諭
は
生
徒
の
教
育
を
掌
る
。

事
務
職
員
は
事
務
に
從
事
す
る
。

実
習
助
手
は
実
習
に
関
し
教
諭
の
職
務
を
助
け
る
。

講
師
は
教
諭
の
職
務
を
助
け
る
。

学
校
医
は
学
校
保
健
に
関
す
る
職
務
に
從
事
す
る
。

第
⊥ハ
立早

賞

山剖

学
業
に
精
励
し
身
体
壮
健
で
成
績
優
秀
、
且

つ
品
行
方
正
な
生
徒
は
こ
れ
を
褒
彰
す
る
。

校
長
は
必
要
と
認
め
た
時
生
徒
に
左
の
懲
戒
を
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
訓
戒

一
、
謹
慎

一
、
出
校
停
止

校
長
は
左
の
各
項
の

一
に
該
当
す
る
も

の
に
は
退
学
を
命
ず

る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
性
行
不
良

で
、
改
心

の
見
込
が
な

い
と
認
め
た
者

一
、
成
業

の
見
込
が
な

い
と
認
め
た
者
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第
二
十
二
条

第
二
十
三
条

第
二
十
四
条

第
二
十
五
条

一
、
正
当
の
理
由
な
く
し
て
出
席
常

で
な

い
者

一
、
校
内
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
す
る
者

校
有
物
を
破
損
亡
失
し
た
も
の
に
は
、
現
品
若
し
く
は
現
金
を
も

っ
て
賠
償
さ
せ
る
。

第
七
章

入
学
考
査
料

入
学
金

授
業
料

本
校
に
納
入
す

べ
き
学
費
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
入
学
考
査
料

五
〇
〇
円

一
、
入

学

金

三
、
○
○
○
円

一
、
授
業
料
月
額

一
、
二
〇
〇
円

す

べ
て
既
納

の
料
金
は
理
由
が
ど
う
で
あ

っ
て
も
返
さ
な
い
。

授
業
料
は
休
学
中
も
こ
れ
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

授
業
料
を
滞
納
し
た
と
き
は
出
校
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

附

則

一
、
こ
の
学
則
は
昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
よ
り
実
施
す
る
。

二
、
こ
の
学
則
実
施
上
必
要
な
規
程
は
校
長
に
お
い
て
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。
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(二
)

教
育
方
針

米
本
卯
吉
理
事
長
は
、

つ
ね
つ
ね

「健
康
は
母
が
私
に
く
れ
た
最
高
の
財
産
だ
」
と
い
い
、
「自
分
を
育
ん
だ
母
親
の
よ
う
な
女
性
を

養
成
す
る
学
校
を
創
り
た
か

っ
た
」
と
い
っ
て
い
た
。

こ
の
米
本
理
事
長
の
思

い
入
れ
は
、
前
述
の
設
置
趣
旨

に
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、



昭
和
三
十
五
年
に
確
立
さ
れ
た
次
の
教
育
方
針
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「本
校
は
中
学
校
卒
業

の
女
子
に
高
等
普
通
教
育
を
施
し
、
特
に
孝
道
を

一
貫
し
て
、
心
身

の
健
康
を
期
し
、
徳
性
培
養

の
根
底
を

「し

つ
け
教
育
」
に
お
き
、
真
理
を
愛
し
学
問
を
好
む
精
神
を
発
揚
し
て
知
性

の
進
展
に
つ
と
め
、
自
覚
実
践

の
で
き
る
役
立

つ
人
間

形
成
を
目
的
と
す
る
L

こ
の
精
神
は
そ
の
ま

・
本
校
の

「健
康
」
「努
力
」
「敬
愛
」

の
校
訓
と
な
り
、
今
日
の
教
育
方
針

の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

(三
)

初
期
の
教
育

日
本
体
育
大
学
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
共
有
し
て
発
足
し
た
桜
華
女
子
高
等
学
校

で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
教
育
活
動
に
遅
滞
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
四
月
二
十
四
日
に
は
生
徒
自
治
会
会
則
が
制
定
さ
れ
、
二
十
六
日
に
は
生
徒
自
治
会
発
会
式
が
挙
行

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に

よ

っ
て
文
化
部

(新
聞
、
美
術
、
英
語
、
手
芸
、
音
楽
、
書
道
、
演
劇
、
華
道
)
と
運
動
部

(陸
上
、
水
泳
、

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、

バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
庭
球
、
体
操
)
が
始
動
す
る
。
七
月
に
は
新
宿

コ
マ
劇
場
で
観
劇
し
た
り
、
臨
海
教
養

(水

泳
実
習
)
を
鎌
倉
由
比
ケ
浜
で
実
施
、
さ
ら
に
九
月
に
は
新
校
舎
が
落
成
し
、
移
転
す
る
。

か
く
て
翌
三
十
四
年
は
、
運
動
部
は
対
外
試
合
に
初
参
加
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
五
月
、
新
人
戦
三
位

と
い
う
好
成
績
を
残
し
て

い
る
。
六
月
に
は
、
大
学
か
ら
の
教
育
実
習
生
を
迎
え
、
十

一
月
に
は
、
第

一
回

の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
学

園
生
活
に
彩
り
が
そ
え

ら
れ
た
。

完
成
年
度
と
な
る
三
十
五
年
度
の
行
事
予
定
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ

っ
て
本
校
の
教

育
方
針
と
女
子
高
校
生
た

ち
の
学
園
生
活
を
推
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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3
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〃
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(「創 立 史 」 よ り)
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と
こ
ろ
で
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
が
、
三
十
三
年
発
足
か
ら
行
わ
れ
た
学
校
行
事
と
し
て
の

「臨
海
教
養
」

に
今

一
歩
立
ち
入
っ
て

み
た
い
。
三
十
五
年
七
月
の
要
項

『「臨
海
教
養
」
の
し
お
り
』
か
ら
、
そ
の
内
容
を
点
描
し
て
み
よ
う
。
「臨

海
教
養
」
の
目
的
は

「
生

徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
自
治
精
神
を
養

い
、
明
朗
清
新
な
友
情
の
下
に
、
人
文
地
理
、
社
会
情
勢
、
名
勝
史
跡
等
の
研
究
、
海
に
お

け
る
水
泳
の
練
習
を
行
う
な
ど
秩
序
正
し

い
団
体
生
活
を
営
む
こ
と
」
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
設
立
の
趣
旨

に
見
ら
れ
た

「健
康
な

国
民
育
成

の
根
本
が
、

一
に
女
性

の
健
心
建
体
に
あ
る
こ
と
、
即
ち
健
全
な
母
体

の
形
成
こ
そ
邦
家
隆
昌

の
基
を
な
す
が
故
に
、
健
康

を
基
本
と
す
る
生
活
教
育
の
実
践
を
重
ん
ず
る
こ
と
」
と
い
う
内
容
が
、
こ
の

「
臨
海
教
養
」

に
期
待
さ
れ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

・
つ

。(四
)

移
転
と
施
設
の
拡
張

ノ

創
立
当
初
、
学
校
が
日
本
体
育
大
学
構
内
に
併
設
さ
れ
て
い
た
た
め
」
運
動
施
設
や

一
部

の
教
室
は
大
学
と
共
用
せ
ざ
る
を
得
な
か

4

っ
た
。
た
め
に
十
分
な
施
設

・
設
備
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

昭
和
三
十
七
年
、
こ
れ
ま
で
ニ
ク
ラ
ス
ず

つ
で
き
た
学
級
規
模
が
新
入
生
か
ら
三
ク
ラ
ス
と
な
り
、
収
容
す

べ
き
校
舎
が
問
題
と
な

っ
て
、
に
わ
か
に
専
用
地
取
得

へ
の
気
運
が
昂
ま

っ
た
。
三
十
七
年
の
ク
ラ
ス
増
を
う
け
て
、
三
十
入
年
五
月

に
は
校
舎
の
増
築
を
行

っ
た
が
、
プ

レ
ハ
ブ
ニ
階
建
二
教
室
は
、
当
座
を
し
の
ぐ
以
上

の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
学
校
設
立
認
可
の
際
、
大
学
隣
接

の

「農
地

約
五
千
坪
を
専
用
校
地
と
し
て
早
急
に
購
入
す
る
こ
と
」
が
条
件
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域

の
地
価
の
値
上
が
り
が
予

想
以
上
に
甚
だ
し
く
、
購
入
は
困
難
で
あ
り
、
代
替
用
地
の
獲
得
は
正
に
焦
眉
の
急
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
し
て
着
目
さ
れ
た
の
が
、
東
村
山
市
富
士
見
町
二
丁
目
五
九
六
番
地

の
現
在
地
、
約
入
、
三
〇
〇
坪
の
土
地
で
あ

っ
た
。
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こ
の
土
地
は
、
戦
前

の

「東
京
陸
軍
少
年
通
信
兵
学
校
」

の
敷
地
の

一
部
に
当
た
り
、
当
時
は
農
林
省
所
轄

の
国
有
地
で
あ

っ
た
。
こ

れ
の
払
下
げ
に
つ
い
て
は
、
多
大
な
困
難
が
あ

っ
た
が
、
米
本
理
事
長
、
降
旗
校
長
、
西
村
体
育
会
本
部
事
務

長
等
関
係
者

の
奮
斗
努

力

の
お
か
げ
で
、
昭
和
三
十
九
年
七
月

一
日
、

つ
い
に
農
林
省
よ
り
借
用
許
可
が
下
り
た
。
さ
ら
に
九
月
二
十
六
日
、
東
京
都
よ
り
学

校
位
置
変
更
許
可
が
下
り
、

い
よ
い
よ
学
校
移
転
が
決
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
同
年
十

一
月
二
十
四
日
、
校
名
を

「
日
体
桜
華
女
子
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
こ
と
を
決
め

(校
名
変
更

の
東
京
都
の

受
理
は
四
十
年
二
月
)
、
翌
四
十
年
三
月
三
日
、
新
校
舎

の
第

一
期
工
事
が
竣
工
し
、
そ
の
四
月
か
ら
東
村
山
校
舎
第

一
回
生
の
募
集
を

行
い
、
九
十
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
東
村
山
校
舎

に

一
年
生
、
世
田
谷
本
校

に
二
、
三
年
生
と

い
う
形
で
新
し

い
出
発
を
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

学
校

の
移
転
は
通
常

の
場
合
、
決
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
都
心
か
ら
都
下
の
郊
外

へ
の
移
転

で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
生
徒

の
通
学
区
域
も
、
生
活
環
境
も
全
く
異
な

っ
た
地
域

へ
の
移
動
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
校

の
場
合
は
幸
い

に
し
て
大
学
の
構
内
に
拠
点
と
な
る
べ
き
施
設
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
学
年
進
行
に
と
も
な

っ
て
、
施
設

の
整
備
と
と
も
に
入

学
者
も
新
し
い
地
域

の
出
身
者
に
切
り
換
え
て
い
く
こ
と
が
比
較
的
容
易
に
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本
校

の
教
育
方
針
を
実

現
し
て
い
く
上
に
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

昭
和
四
十

一
年

一
月
三
十

一
日
に
新
校
舎
の
二
期
工
事
が
竣
工
、
同
年
三
月
三
十

一
日
に
は
本
校
教
育
の
シ

ン
ボ
ル
と
も

い
う

べ
き

礼
法
室
が
完
成
し
、
着

々
と
新
し
い
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
日
、
待
望

の
体
育
館
が
落
成
し
て

新
し
い
学
園

の
基
本
体
様
が
整

っ
た
。
同
年
三
月
十
日
、
世
田
谷
校
舎
最
後
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
開
校
以
来
、
入

年
目
に
し
て
世
田
谷
校
舎
時
代
が
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
、
卒
業
生
を
送
る
べ
き
在
校
生
は
東
村
山
校

舎
か
ら
か
け
つ
け
、
送
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別
と
と
も
に
先
輩
校
の
校
風
、
伝
統
を
受
け
継

い
で
新
し

い
校
舎
で
の
再
生
を
誓

っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
四
月

一
日
、
移
転
を
契
機
に
学
則
を
変
更
し
て
定
員
六
〇
〇
名
が
認
可
さ
れ
、
翌
四
十
三
年

一
月

一
日
に
は
校
舎

の

第
三
期
工
事
が
完
了
し
、
同
年
三
月
十
日
、
東
村
山
校
舎
第

一
回
卒
業
式

(本
校
通
算
八
回
)
が
挙
行
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
定
員
七
五
〇
名

が
認
可
さ
れ
、
同
年
度
新
入
生
は
二
七
六
名

(六
学
級
)
を
数
え
て
中
規
模
校

へ
と
進
展
し
て

い
く

の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
二
月
に
は
第
四
期
工
事
が
完
了
し
、
よ
う
や
く
東
村
山
校
舎
の
本
館
が
完
成

し
た
。
同
年
三
月
末
に

は
日
体
大
校
舎
の

一
部
を
移
築
し
て
第
二
体
育
館
と
し
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
五
日
に
は
プ
ー

ル
が
完
成
し

て
、

一
通
り

の
体
育
施

設
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
翌
四
十
五
年
四
月

一
日
よ
り
ク
ラ
ブ
活
動
全
入
制
が
実
施

に
移
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年
十

一
月
に
は
、
定
員
九
〇
〇
名
が
認
可
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
四
十
入
年

に
は
、

一
、
二
〇
〇
名

の
認
可
を
受
け
る
に
至

り
、
実
に
設
立
当
初
定
員

(二
四
〇
名
)
の
五
倍
を
も
確
保
す
る
規
模
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
入
学
定
員

の
拡
大
に
と

も
な
い
施
設
も
、
さ
ら
に

一
層
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
七
月
三
十

一
日
に
は
、
創
立
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
着
工
し
た
合
宿
所
が
落
成
し
、
同
年
度
三
月
二
十
日
、
プ

レ
ハ
ブ
ニ
教
室
分
を
増
築
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十

一
日
に
は
、
既
設
の
本
館
に
並
列
す
る
新
館
三
階
建
校
舎

(特
別
教
室
三
ク
ラ

ス
、
普
通
教
室
六
ク
ラ

ス
)
が
完
了
し
、

一
年
お
く
れ
の
形
で
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
三
年
七

月
に
は
既
設
プ
ー
ル
の
屋
内
化
の
屋
根
工
事
が
完
成
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
ク
ラ
ブ
部
室
が
新
設
さ
れ
て
、
生
徒
施
設

の
充
実
も
は
か
ら

れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十

一
日
、
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
生
徒
総
数

一
、
二
五
〇
名

(二
十
五
ク
ラ
ス
)
を

数
え
た
。
昭
和
五
十
五
年
七
月
に
は
北
軽
井
沢
に
研
修
寮

(二
階
建
、
八
〇
名
収
容
)
が
完
成
、
夏
期
施
設
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

受
験
合
宿
等
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

一1188一



生徒数の推移

↑
1
1
1
1
1
1
世
田
谷
校
舎
時
代

↑
I
l
I

東
村
山
校
舎
時
代

(平成3年3月1日 調査)

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

入 入 入 転 転 休 卒 48

学年
. 学

(

16 ～

51

361 8 48 1

(留)
320

学 5 学 入 退 留 業

期

卒業

年 生 生
学
生

学
等
) 生

17

49

～

52

449 2 37 1

(休)

414

33 50

1 ～ 102 6 96 18 ～ 395 8 44 1 358
36 53 (休)

34 51

2 ～ 102 12 96 19 ～ 418 8 39 1 388
37 54 (復)

35 52
3 ～ 96 3 11 88 20 ～ 426 4 29 401

38 55

36 53

4 ～ 90 12 25 77 21 ～ 414 4 35 383
39 56

37 54 1(休)

5 ～ 168 7 14 161 22 ～ 420 6 50 376
40 57 1(復)

38 55
6 ～ 164 3 9 158 23 ～ 360 5 31 3 331

41 58 (休)

39 56

7 1 155 3 19 139 24 5 518 6 36 488
42 59

40 57

8 ～ 92 6 10 1 87 25 ～ 288 17 271
43 (死) 60

41 58

9 」 130 5 9 126 26 ～ 313 1 26 1 287
44 61 (休)

42 59

10 ～ 217 2 21 198 27 ～ 495 2 35 2 460
45 62 (休)

43 60

11 ～ 277 9 26 1 259 28 ～ 450 3 20 433
46 (休) 63

44 61

12 ～ 282 8 23 267 29 ～ 443 1 33 411

47 H1

45 62

13 ～ 293 8 28 1 274 ・30 5 437 4 10 1 430
48 H2 留含 (死)

46 63
14 ～ 303 4 38 1 269 31 ～ 370 2 17 2 353

49 (復) H3 (留)

57

15 ～ 283 7 22 268 計 9,311 141 780 8,637
50
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昭
和
五
十
九
年
十

一
月
に
は
日
体
大
か
ら
移
設
さ
れ
た
第
二
体
育
館
を
撤
収
し
て
建
て
ら
れ
た
地
下

一
階
、
地
上
二
階
の
堂

々
た
る

体
育
館

が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
三
年
の
創
立
三
十
周
年
を
期
し
て
、
鉄
筋
三
階
建
の
図
書
館
建
設

が
行
わ
れ
、
同
時
に
旧
館

の
教
職
員
室
、
特
別
教
室
等

の
大
巾
な
改
築
、
移
転
工
事
が
進
め
ら
れ
、
同
年
八
月
に
完
成
を
み
て
い
る
。

昭
和
六
十
三
年
十

一
月
十
日
、
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
本
校
は
創
立
し
て
か
ら

三
十
年
間
に
生
徒
数

一
、

二
三
〇
、
二
七
学
級
、
校
地
二
七
、
八
六
三
平
方
米
、
施
設
延
七
、
入
七
六
平
方
米

の
規
模
を
誇
る
学
園
に
成

長
し
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
創
立
以
来
、
現
在
ま
で
の
生
徒
数
の
推
移
を
示
す
と
前
頁

の
よ
う

に
な
る
。

(五
)

教
育
課
程
の
変
遷
と
現
状

昭
和
三
十
三
年
の
創
立
当
初
よ
り
、
十
数
年
間
は
教
育
課
程
そ
の
も

の
の
大
規
模
な
改
定
作
業
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
三

十
八
年
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領

へ
の
対
応
と
し
て
の
科
目
名
や
総
単
位
数
の
変
更
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
昭
和
三
十
九
年
度

の
教
育
課
程
を
次
に
示
す

こ
と
に
し
た
い
。

一1190一

国語 教
科

科
目

現 各
代 単年
国 位別
語 時

数

第
一 並

日

三 年

第
二 通

三 年

第
三 科

三 年



保健

体育
理 科 数学 社 会 科

音

楽

1

保 体

健 育

地 生 化 物

学 理

学 物AA

数 数

害学
AI

地 世 日 政 倫

理量本羅
AA史 済 会

古
典
1
乙

二 三 二 二 三 三 二

一 一 三 二 三 二 四 二 二

一 三 三 四 四 二 二

一1191一



術芸

美

術

-書道H

二三

二

二

外
国
語

英

語

A

四

四

四

庭家

家
庭
一

般被服1

二

二

三

特
別
教
育
活
動(ホームルームの週

当
り

一

時
間)

一

一

単

位

数

計

三
二

三
二

三
二

1192一

 

昭
和
四
十
年
の
校
名
の
変
更
時

に
お

い
て
も
、
学
則

の

一
部
が
変
更
さ
れ
、
四
十
二
年
の
収
容
定
貝
数
が
増
員
さ
れ
た
時
点
に
お
い

て
は
、
教
育
課
程
の

一
部
が
変
更
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
次
に
引

い
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。



理 科 数学 社 会 科 国語 教
科

科
目

地 生 化 物 数 数 地 世 日 政 倫 古 現 各

学 学 界本羅 血 代　 国 単年
位別

学 物 学 理 III 理 史 史 済 会 乙 語 時
数

第
一 並

日

二 四 五 三 二 三 年

第
二 通

三 三 三 二 三 三 年

第
三 科

三 五 三 二 三 年
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口 家 庭
外

里 芸 術 保健
体育

、、' ン 口口

早
位 グ

数 ホ 被 食 家 英 書 書 美 音 音 保 体
計

i 服 物 塵 道 道 術 楽 楽

ム II般 語 IIIIIII 健 育

三
四 一 二 五 二 二 三

三
四 一 二 二 五 二 二 一 二

三 BA

四 一 三 二 六 四 二 二 一 三

一1194一



57年の時点の教育課程
(Bコ ー ス)(Aコ ー ス)、

教
科

学 年

科 目

1年 2年 3年 1年 2年 3年

必 必 選 必 選 必 一般大 体育系 一般大 体育系

国

語

国 語1 5 5

国 語II 4 2 4

国 語 表 現 △ △
現 代 文 2 4 4

古 典 2 囚
国 語 演 習 △ △ [2]

社

会

現 代 社 会 4 4

日 本 史 ○ ○
}4

○ ○ ○
}囚 9}・世 界 史 }・ ○ }・ }・ ○

地 理 ○ ○ 0

倫 理 △ ○・}囮

政 経 △ ○

社 会 演 習

数

学

数 学1 5 5

数 学II ○ 2

代 数 ・ 幾 何 ・}・ ○ ○ 、

基 礎 解 析 ○ 3 3
囚石1・確 率 統 計 O

微 積 ○ り ○ り

数 学 演 習 △ △ 囮

理

科

理 科1 2 2 2 3 2

理 科II

物 理 ○ ○ ○

化 学 ・}・ ・}囚・}・

生 物 ○ ○ ○

理 科 演 習 △ △ 囮

保

体

体 育 3 3 3 3 2 2 3 3

保 健 1 1 1 1 1

体 育 演 習 △ 2 2

美

術

音 楽1 ○' ○ ○' ○'

音 楽II ○ 「 }△ ・}丞 ○'

音 楽III O ○

美 術1 ○ 2 ○ 2 ○ 1

美 術II ○ ・2 ○ 2

美 術III ○ 2

書 道1 ○ ○. ○,

書 道II ○ ○

書 道III ○,

ペ ン 習 字 △ △

外

国

語

英 語1 5 5

英 語II 3 3 4 3

IIA(会 話)

IIB(り 一 ダ ー) 3 3

IIC(作 文) 2

英 語 演 習 △ △ 2 3 4

英 会 話 △ △ 圖
文 法 演 習 3 3

家

庭

家 庭 一 般 2 2 2 2 2

食 物 △
被 服 △
家 庭 演 習 △ △ 囚

職
業

計 算 実 務 △ △
簿 記 △ △
必 修 単 位 29 24 20 29 28 28 16 28

選 択 単 位 0 4 8 00 囮 0

特 別 活 動 3 3 3 3 3 3

合 計 32+講 ・補 31+講 ・補 31+講 32+講 ・補 31+講 31+講

注 本表は,昭 和57年 度以降に入学する者から適用する。
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昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
A

・
B

コ
ー

ス
に
分
か
れ
る
教
育
課
程
が
、
模
索
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
本

格
的
な
改
革
の
動
き
は
、

五
十
七
年
以
降
で
あ

っ
た
。

こ
の
年
は
新
学
習
指
導
要
領
施
行
年
度
に
当
り
、
文
部
省
告
示
の
線
に
沿

っ
た
新

し
い
教
育
課
程
が
求
め

ら
れ
た
。
内
容
は
、

一
年
次
か
ら
生
徒

の
進
路
適
性
等
を
考
慮
し
た
A

コ
ー

ス

(
一
般

コ
ー

ス
)
と
B

コ
ー

ス

(特
別
進
学
指
導

コ
ー

ス
)
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
教
科
に
単
位
を
配
当
し
、
基
礎
学
力
の
養
成
を
は
か
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
二
年
次
か
ら
は
、
生

徒
の
進
路
希
望
に
応
じ
て
選
択
科
目
を
配
し
、
専
門
的
学
習
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
改
革
は
、
と
り
わ
け
B
コ
ー
ス
の
設
置
に
関
連
す
る
の
だ
が
、
入
学
生
の
大
学
進
学
希
望
者

の
増
加
に
伴
い
、
生
徒
、

父
母
の
進
学
要
請
に
応
え
る
た
め
特
別
指
導
形
態
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
さ
ら

に
ま
た
、
将
来
、
中
学
校

卒
業
者

の
激
減
期
に
対
応
し
て
き
び
し
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
生
徒
募
集
の
立
場
か
ら
の
条
件
整
備
の
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
。

コ

ー

ス
別

の
習
得
単
位
数

の
概
要
は
前
百
ハに
示
す
通
り
で
あ
る
。

こ
の
教
育
課
程
は
、
そ
の
後
、
B

コ
ー
ス
の

一
般
大
学
と
体
育
系
大
学

の
進
学
希
望
者

の
区
分
上

の
単
位

の
取
得
の
仕
方
や
礼
法
の

科
目
を
取
り
入
れ
る
等
の
若
干

の
変
更
を
加
え
な
が
ら
継
続
さ
れ
た
が
、
平
成
二
年
度
よ
り
新
ら
た
な
改
定

が
な
さ
れ
た
。

そ
れ
は
次
に
示
す
教
育
課
程
改
定

の
趣
旨
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る

(『教
育
課
程
改
定
に
伴
う
趣
意
書

』
平
成
元
年
十
二
月
、
日

体
桜
華
女
子
高
等
学
校
)。
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本
校
で
は
、
予
て
か
ら
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
教
育
的
改
革
を
、
新
時
代

へ
の
対
応
を
考
慮
し
、
本
校
創

立
三
十
周
年
を
期
に
、

従
来
の
教
育
内
容
を
改
め
、

コ
ー

ス
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
校
生
の
進
路
意
識
も
、
進
学
希
望
者
が
年
々
増
加

の

一
途
で
あ
り
、
そ
う
し
た
生
徒

へ
の
配
慮
と
対
応
に
つ
い
て
教
育
的
効
果
を
結
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
制
度
的
分
化
の
必
要
性



が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
体
育
大
学
と
姉
妹
校
で
あ
る
立
場
か
ら
有
効
に
教
育
的
対
処
を
計
る
手
段
と
し
て
、
体
育

コ

ー
ス
と
普
通

コ
ー

ス

(文
理

コ
ー

ス

・
教
養

コ
ー
ス

・
実
用
英
語

コ
ー

ス
)
と
し
て
専
門
分
化
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
判
断
し

ま
し
た
。

右
の
教
育
課
程
改
定

の
趣
旨
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
課
程
は
大
き
く
、
普
通

コ
ー
ス
と
体
育

コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
、
普
通

コ
ー

ス
は
、
さ
ら
に
三

つ
に
区
分
さ
れ
る
。

文
理

コ
ー
ス
は
、
大
学

・
短
大
等

の
上
級
学
校

へ
の
進
学
を
目
的
と
す
る
コ
ー
ス
と
し
て
設
け
ら
れ
、
教
養

コ
ー
ス
は
、
現
代
の
情

報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
ワ
ー
プ

ロ
等
を
導
入
し
、
就
職
希
望
者
や
専
門
学
校

進
学
者
向
け
に
用
意
さ

れ
、
さ
ら
に
実
用
英
語

コ
ー
ス
は
、
現
代
の
国
際
社
会
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
外
国
人
教
師
等
に
よ
る
英
会
話

を
徹
底
的
に
指
導
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
コ
ー
ス
は
、
二
年
次
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
体
育

コ
ー
ス
は
、
一
年
次
か
ら
独
立
し
た
教
育
課
程
で
実
施
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
や
関

心
を
も

つ
生
徒
が
個

々

の
技
能
を
最
大
限
に
生
か
し
伸
ば
す
た
め
の
コ
ー
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
体
育

コ
ー

ス
に
関
し
て
は
改
め
て
後
述
す

る
。新

し
い
教
育
課
程
表
を
次
頁
に
示
し
て
お
こ
う
。

平
成
二
年
度
か
ら
の
教
育
課
程
の
改
定
も
、
先
の
趣
旨
に
加
え
、
き
び
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
生
徒
募
集
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
論
を
侯
た
な
い
。
中
学
生
の
具
体
的
進
路
希
望

の
二
i
ズ
に
充
分
対
応
で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境

の
整
備
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と

言
え
よ
・つ
。
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体 育 コー ス英 語 コー ス

 

ス

育 課 程 衰
教 養iコ

 

教
スコ理文

教科学 年 1年
.

2年 3年 1年
.

2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 3年
科 目 単位 必修 選択 '必修 選択 単位 必修 選択 必修 選択

1

単位 単位 単位
1

単位 単位 単位

国
語

国 語1
1

4 4
.

4
.

4

国 語II 5 5 1 4 3 5 4 3 3

国 語 演 習
1

3 4 4
. 1

社

会

現 代 社 会
.

4 4
.

4
1

4

日 本 史
.

4 1
1

2 2
.

世 界 史
1

4注 4 4注 4注
.

2 2
.

4 4

地 理
1

4
1 . .

政 経
.

2
1

2
1

倫 理
, 1 1

数

学

数 学1 4. 4
.

4
.

4

数 学II
1

3 3
.

3 3

基 礎 解 析
1

4
. 1 1

代 数 幾 何 3
1

数 学 演 習 6
1 1 1

理

科

理 科1 14 4
.

4 4

物 理
1 .

1

化 学
,

4注 4 4注 4注
1 1

4

生 物
1 .

受 験 理 科
1

3 2
. 1 .

保

体

保 健
.

1 1 1 1 1 1
.

1 1

体 育 2 2 2
1

2 2 2
12

2 2
1

ダ ン ス 11 1
.

1 1 2 2

体 育 理 論
1 1 1

1 1 1

ス ポ ー ツ1
,

1 1
2 2 2

ス ポ ー ツII
1 . .

2 2 2

ス ポ ー ツIII
1 . . 1

2 2

野 外 活 動
1

1 1 1

芸

術

音 楽
1 1 1

2 2

美 術
.

2 2
12

2 2
.

2 2

書 道
1 . 1

ペ ン 字 2 2
1

英

語

英 言吾1 4 4
1

4
1

4

英 語II
.

5 6
.

4 3
.

5 3
.

3 2

英 会 話 1 2
1

1 1 2
1

1 3 6
1

2 2

英 語 演 習
1

3 4
1

4
.

演 習1
. 1 .

3 4
1

演 習II
1 1

2 2
1

演 習III
「 1

家庭家 庭 一 般
1

2 2
1

2 2
1

2 2
1

2 2

家 庭 演 習
.

4
1

4

職

業

ワ ー フoロ
. 1

2 2 2
1

ノ{ソ コ ン
1

2 2
1

2

計 算 実 務
. 1

2 2
. 1

簿 記
.

4
. .

ビ ジ ネ ス 2 2
1

一 般 教 養 1

2 2
1 1

必 修 単 位
.
29 23 15

1
29 27 21

.
29 29 29

.
30 30 30

選 択 単 位 6 14 2 8
1 1

礼 法 1 1 1 1 1 1 1 1 1
.

1 1 1
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簿
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騒
養
囎

説熱
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謬

瑛

己

…
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儒
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教 養 コー ス選 択一 覧
学 年 2年(2単 位) 3年(8単 位)

群 1群 1群 II群 III群

単 位 2単 位 4単 位 2単 位 2単 位
科 目 ぺ1家1珠1ビ1一 般 国「英隊1簿 ぺ1政 倫1一 般 英会1珠1ビ
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(六
)

ク
ラ
ブ
全
入
制
の
採
用

学
校
創
立
当
初
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
各
運
動
部
は
、
日
本
体
育
大
学
校
地
内
に
併
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
め
ぐ
ま
れ
た
条
件
の

下
に
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
っ
た
。
生
徒
自
治
会

の
下
に
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
運
動
部
各
部
は
、
早
く
も
翌
三
十
四
年
度
さ
ら

に
三
十
五
年
度
に
は
、
関
東
選
手
権
大
会
、
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
、
国
民
体
育
大
会
に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
あ
げ

る
選
手
を
輩
出
し
た
の

で
あ
る
。

日
体
桜
華
女
子
高
等
学
校

の
運
動
部
活
動
を
考
え
る
時
、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
全
入
制
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
制
度
は
、
四
十
五
年

の
学
習
指
導
要
領
改
定

(告
示
)
に
伴
い
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
必
修
化
が
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
に
沿
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
制
度
は

「極
め
て
実
施
困
難
な
制
度
で
あ

っ
た
」
が
敢
え
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
「活
動
の
充
実
を
は
か
れ
ば
、
そ
の
成
果
が

一

層
期
待
で
き
、
結
果
と
し
て
、
生
活
指
導
面
で
も
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
」
(「あ
ゆ
み

そ
の
三
十
年
」
日
体

桜
華
女
子
高
等
学
校
)

と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
全
入
制
の
採
用
に
つ
い
て
も
う
少
し
立
ち
入

っ
て
み
よ
う
。
大
抵
の
学
校
が
授
業
内
必
修
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

の

部
活
を
分
け
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
校
で
は
授
業
内
と
部
活
を

一
本
化
し
、
授
業
内
の
メ
ン
バ
ー
が
そ

の
ま
ま
部
活

の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
週
三
回
以
上
活
動
す
る
こ
と
、
ま
た
顧
問
も
授
業
内
と
部
活
の
両
方
を
受
け
持

つ
と
い
う
方
式
を
採
用
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
議
を
呼
ん
だ
が
、
結
局
、
週

一
単
位

の
授
業
内
ク
ラ
ブ
で
も
単
な
る
遊
び
や
時
間

つ
ぶ
し
に
終
ら
せ

た
く
な
い
と

い
う
真
摯
な
考
え
方
や
熱
意
が
こ
の
方
式
を
採
ら
せ
た
と
云
え
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
教
員
が
教
育
現
場
で
の
経
験
を
通
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し
て
、
教
科
指
導
に
は
で
き
な
い
教
育
的
な
意
義
を
ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
見

い
出
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら

に
外
な
ら
な

い
。

ま
た
、
全
入
制

ス
タ
ー
ト
時

の
学
校
規
模
や
職
貝
構
成
も
こ
の
思

い
切

っ
た
方
式
の
採
用
と
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
。
即
ち
、
当
時

は
ま
だ
十
八
学
級
、
生
徒
数
八
六
〇
名
、
専
任
教
諭
三
十
名
の
中
規
模
校
で
、
し
か
も
平
均
年
齢
二
十
入
才
弱

と
い
う
若

々
し
い
教
師

集
団
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
に
、
ク
ラ
ブ
数
も

一
通
り
顧
問
が
つ
い
て
も
三
、
四
名
の
教
貝
が
余
る
位

の
数
で
、
指
導
体
制
と
し
て
も
余

裕
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
ク
ラ
ブ
全
入
制

は
教
育
方
針
で
あ
る
健
康
、
努
力
、
敬
愛

の
精
神
を
培
う
実
践
活
動

の
場
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
運
営

上
様
々
な
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
上
に
先
述

の
教
育
的
意
義
に
重
点
を
置
い
て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

全
入
制
が
も
た
ら
し
た
数
々
の
教
育
成
果
を
挙
げ
れ
ば
、
第

一
点
は
何
と
い
っ
て
も
生
活
指
導
面
で
あ
る
。

生
徒
が
教
科
以
外
に
何

か
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
を
ク
ラ
ブ
に
見

い
出
し
て
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
生
活
指
導
は
あ
り

得
な

い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
生
活
指
導

に
関
す
る
ク
ラ
ブ
の
第

一
の
意
義
は
そ
こ
で
あ
る
。

ま
た
、
生
徒
把
握
の
点
か
ら
見
て
も
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
、
教
科
授
業
以
外
に
ク
ラ
ブ
活
動

の
観
点
が
附
加
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
れ
だ

け
幅
広
い
捉
え
方
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
点
は
進
路
指
導
で
あ
る
。
就
職
希
望
者
が
全
体

の
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
当
時
と
し
て
は
、

ク
ラ
ブ
指
導
が
進
路
指

導
、
と
く
に
就
職
の
面
に
多
大
の
好
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
培
わ
れ
る
積
極
性
、
協
調
性
、
明
朗
さ

等
は
学
力
を
越
え
た
長
所
と
し
て
評
価
さ
れ
、
社
会
の
側
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
点
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
自
体
の
発
展
も
め
ざ
ま
し

い
も

の
が
あ

っ
た
。
運
動
部
に
あ

っ
て
は
関
東
大
会
や
全
国
大
会

へ
と
駒
を
進

め
る
ク
ラ
ブ
が
増
大
し
た
。
文
化
部
も
文
化
祭

の
外
に
、
近
隣

の
市
民
会
館
等
で
の
発
表
会
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
降
盛
の
蔭
に
は
生
徒
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
教
員
各
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
献
身
的
な
指
導

が
あ

っ
た
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

さ
て
、
全
入
制
施
行
か
ら
十
数
年
た
つ
う
ち
に
そ
れ
ら
の
好
ま
し
い
成
果
の

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
し

て
先
送
り
さ
れ
て
き
た

諸
問
題
が
だ
ん
だ
ん
弊
害
と
し
て
表
面
化
し
だ
し
た
。
そ
の
主
な
点
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
つ
は
、
生
徒

の
増
加
に
伴

っ
て
学
校
規
模
が
大
き
く
な
り
そ
れ
だ
け
指
導
体
制
に
無
理
な
点
が
目
立

っ
て
き
た
こ
と
、
即
ち

一
ク

ラ
ブ

一
顧
問
制
と
し
て
全
教
員
が
授
業
内
、
部
活
の
両
方
の
指
導

に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
日
常
生
起
す
る
色

々
な
問
題
、

例
え
ば
生
徒
指
導
に
関
す
る
こ
と
や
補
習
指
導
、
進
路
相
談
な
ど
に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

二

つ
目
は
、
生
徒
の
進
路
状
況

の
変
化
で
あ
る
が
、
年

々
進
学
志
向
が
高
ま
り
こ
こ

へ
き
て
全
入
制
発
足
当
時

の
割
合
と
逆
転
し
た

結
果
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
受
験
を
意
識
し
た
教
科
指
導
或

い
は
受
験
指
導
そ
の
も
の
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な

っ
た
。
従

っ

て
、
全
入
制
ク
ラ
ブ
が
就
職
面
で
果
た
し
て
き
た
役
割
が
減
少
し
、
逆
に
進
学
面
か
ら
は
指
導
者
側
に
と

っ
て
も
生
徒
側
に
と
っ
て
も

大
き
な
障
害
に
な

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他

こ
ま
ご
ま
と
し
た
問
題

の
中
で
教
員
の
高
齢
化
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
段
階
で
平
均
年
齢
が
四
十

二
才
に
も
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
教
科
指
導
、
ク
ラ
ブ
指
導
の
両
方
に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。

ま
た
、
こ
れ
は
意
外
な
側
面
で
あ
る
が
、
運
動
部
の
成
績
向
上
に
伴

っ
て
徐
々
に
落
伍
者
や
敬
遠
者

が
増
え
、
そ
う
し
た
目
的
を
持

た
な
い
或
は
見
失

っ
た
生
徒
を
文
化
部
が
引
き
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
指
導
に
困
難
を
き
た
す
結
果
と
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
全
入
制
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義
が
薄
れ
、
こ
れ
以
上
継
続
す
る
こ
と
は
却

っ
て
学
校
全
体
の
教
育
指
導
に
支
障

を
き
た
し
か
ね
な

い
と
し
て
、
二
年
が
か
り
の
議
論
を
経
て
逆
に
廃
止
の
方
向
に
踏
み
切

っ
た
の
で
あ
る
。
発
足
か
ら
十
九
年
目

の
こ
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と

で
あ

っ
た
。

(七
)

体
育

コ
ー

ス
の
設
置

ク
ラ
ブ
全
入
制
廃
止

の
議
論
の
過
程
で
、
廃
止
後

の
教
育
体
制
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
中
心
議
題
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ブ

全
入
制
に
替
わ
る
新
し

い
教
育
体
制
と
し
て
、
本
格
的
な

コ
ー

ス
別
指
導
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第

一
は
、
年
来

の
懸
案
で
あ

っ
た
体
育

コ
ー
ス
の
設
置
で
あ
る
。

体
育

コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
基
本
構
想
は
創
立
当
初
か
ら
あ
り
、
歴
代
の
校
長
の
も
と
で
度
々
検
討
さ
れ
て
き

た
が
諸
事
情
の
た
め
今

日
ま
で
実
現
さ
れ
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
主
な
事
情

の

一
つ
は
本
校
が
日
体
大

の
姉
妹
校
と
し
て
大
学
構
内
に
誕
生
し
た
経
緯
か
ら
、
当
初
よ
り
運
動
ク
ラ
ブ
が
盛
ん
で

あ
り
、
後
に
全
入
制
が
こ
れ
に
拍
車
を
掛
け
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
十
分
に
体
育

コ
ー

ス
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
す
る
考
え
が
あ

っ
た

こ
と
。

今

一
つ
は
校
名
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
で
、
本
校
は
普
通
科
を
標
榜
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
か
く

「体
育
系
学
校
」
と

見
な
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
改
め
て
体
育

コ
ー
ス
を
打
ち
出
せ
ば
ま
す
ま
す

「体
育
校
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
強
化
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な

い
。
そ
れ
で
は
普
通
科
と
し
て
幅
広

い
志
望
者
を
求
め
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
す
る
強

い
懸
念
が
あ

っ
た
こ
と

で
あ
る
。

第

一
点

の
ク
ラ
ブ
が
体
育

コ
ー

ス
の
役
割
を
果
す
と
言

っ
て
も
、
そ
れ
は
全
入
制
が

「健
在
」
で
あ
る
場
合

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
全

入
制
で
な
く
な
れ
ば
運
動
部
に
し
て
も
ど
れ
だ
け
降
盛
を
維
持
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
保
証
の
限
り
で
は
な

い
。
従

っ
て
ク
ラ
ブ
活
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動
に
体
育

コ
ー
ス
的
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
た
。

本
校
に
と

っ
て
運
動
部
の
消
長
は
大

へ
ん
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
場
合
に
よ

っ
て
そ
れ
は
学
校

の
死
活
問
題
に
な
り
か
ね
な

い
。
体
育

コ
ー

ス
発
足
の
意
味
も
こ
の
点
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け

で
あ
る
。

今

一
つ
の
校
名
問
題
は
本
校
が

「
日
体
」
を
冠
す
る
限
り
ど
ん
な
に
普
通
科
を
強
調
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、

一
般
の
人

々
か
ら

「体

育
系
学
校
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
違

い
な
い
。
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
普
通
科

の

一
部

と
し
て

「
日
体
」

に
イ
メ

ー
ジ
が
重
な
る
体
育

コ
ー
ス
を
設
け
、
同
時
に
そ
れ
と
は
対
照
的
で
且

つ
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
文
理

・
教
養

・
実
用
英
語
と
言

っ

た

コ
ー
ス
を
併
設
し
て
、
「普
通
科
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
八
年
間
本
校

の
特
色
と
し
て
推
進
し
て
き
た
全
入
制

が
こ
こ
で
終
わ
り
を
告
げ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
か
わ

る
特
色
あ
る
教
育
体
制
が
緊
急
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。
折
り
し
も
、
生
徒
急
減
期
を
目
前

に
し
て
各
私
学

が
そ
の
存

亡
を
か
け
て
学
校
の
総
合
整
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
時
で
あ
り
、
本
校
に
お

い
て
も
そ
れ
は
焦
肩
の
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
か

く
し
て
、
新
し

い
コ
!
ス
別
指
導

の
導
入
は
巧
ま
ず
し
て
時
宜
を
得
た
も

の
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
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(八
)

ユ
ニ
ー
ク
な
入
試

の
試
み

さ
て
、
新
し

い
教
育
方
向

の

一
つ
で
あ
る
体
育

コ
ー
ス
は
入
試
の
時
点
か
ら
他

コ
ー
ス
と
は
別
の
形
態
を
採
る
こ
と
と
し
た
。
最
も

体
育

コ
ー
ス
ら
し
い
選
抜
方
式
と
し
て
は
、
第

一
に
実
技
、
第
二
に
面
接
、
最
後
に
内
申
、

の
三
点
か
ら
合
否
を
総
合
的
に
判
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
学
科
試
験
は
行
わ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
数
社
の
新
聞
紙
上
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
大

へ
ん
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
勿
論
、
計
画
段
階

で
は
危
惧

の
念
か
ら
多



く
の
議
論
が
あ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
体
桜
華
と
し
て
は
こ
う
し
た

コ
ー

ス
へ
の
遅
す
ぎ
た

「参
入
」
で
あ
り
、
し

か
も

一
年
次
か
ら
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
ず
は
、
入
試

の
段
階
か
ら
新
し
く
、
か

つ
人
々
の
注

目
を
惹
く
よ
う
な
形
態
を
打
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

学
科
試
験
を
行
わ
な
い
入
試
は

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
と
も
に
大
き
な
賭
け
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
偏
差
値
万
能

の
風
潮
に
こ
れ
は

一

石
を
投
ず

る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
だ
け
世
間
の
関
心
事

で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
。

問
題
は
入
学
後
、
生
徒
に
ど
れ
ほ
ど
充
実
感
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
三
年
後

の
進
路
実
績
を
ど
う
あ
げ
ら
れ
る
か
で
あ
る
。

今
後

こ
の
方
式
は
改
訂
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
体
育

コ
ー
ス
の
成
否
は
日
体
大
と
の
緊
密
な
教
育
上

の
連
携
と
そ

こ
へ
の
入
学
実
績
如
何
に
か
か

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

(九
)

特
色
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
設
定

普
通

コ
ー
ス
に

つ
い
て
は

一
年
次
は
共
通
過
程
を
全
貝
が
履
修
し
、
二
年
次
か
ら
文
理

(進
学
)、
教
養

(就
職
及

一
般
)
、
実
用
英

語

(英
語
)
の
三

コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
課
程
を
進
む
,yと
に
し
た
。

本
来
、

こ
れ
ら
は

一
年
次
か
ら
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ク
ラ
ス
規
模
や
選
抜
方
法
に

つ
い
て
、

ま
だ
二
年
次
で
の
希
望
状

況
を
実
際
に
見
て
み
る
必
要
が
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
年
度
と
し
て
は
ひ
と
ま
ず
二
年
次
か
ら
の
選
択
の
形
態
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。

本
校
に
お
け
る
普
通

コ
ー

ス
と
体
育

コ
ー

ス
は
、

い
わ
ば
車
の
両
輪

の
関
係
に
あ
り
、
共
に
新
し

い
教
育

体
制
と
し
て
強
力
に
推
進

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
体
育

コ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
に
普
通

コ
ー
ス
も
特
色
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
以

っ
て
、
可
能
な
限
り

生
徒
個
々
の
多
様
な
個
性
や
進
路
希
望
に
、
細
か
く
対
応

で
き
る
よ
う

に
再
編
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈

で
あ
る
。
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(十
)

礼
法
指
導

の
意
義

全
入
制

が
廃
止
さ
れ
て
ク
ラ
ブ
活
動
が
自
由
参
加
と
な
れ
ば
、
も
は
や
生
活
指
導

の
役
割
を
ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
校
に
於
け
る
生
活
指
導
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
と
言
え
よ
う
。

ク
ラ
ブ
に
替
わ
っ
て
生
徒
各

々
が
教
科
学
習
、
と
く
に
受
験
学
習
等
に
熱
中
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
張
り
の
あ
る
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
現
実
に
は
な
か
な
か
そ
う
な
ら
な
い
か
ら
問
題
な

の
で
あ
る
。
仮
り
に

そ
う
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
生
活
指
導
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な

い
。
も

っ
と
大
き
な
観
点

に
立

っ
て
生
活
指
導
を
考
え
る
必
要
が

あ

る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
全
学
年
に
授
業
と
し
て
行

っ
て
き
た
礼
法
指
導
を
も

っ
と
生
活
指
導

に
活
用
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。
礼
法

は
本
校
の
教
育
目
標
の

一
つ
、
「敬
愛
」
の
精
神
を
培
う

一
方
法
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
正
規

の
授
業
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
知
識
と
実
践
学
習
が
教
室

の
中
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
平
素
の
生
活
の
中
に
ど
れ
だ
け
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
。

本
校

の
創
立
理
念
の
中
に
あ
る
躾
教
育

の
立
場
と
礼
法
指
導
と
が

一
体
と
な

っ
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
指
導
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

時
が
来
た
と
言
え
よ
う
。
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(十

一
)

進
路
指
導

の
現
状

高
等
学
校
で
の
進
路
指
導
は
、
教
科
指
導
や
生
活
指
導
同
様
、
学
校

の
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に
大
切
な
機
能

の

一
つ
で
あ
る
。



そ
し
て
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
生
徒
が
自
ら
の
将
来
を
自
ら
判
断
し
、
選
択
す
る
必
要
な
知
識
や
態
度
を
養
う
こ
と
に
資
す

る
こ
と
で
あ
る
。

本
校
に
お
い
て
は
、
学
年
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
進
路
目
標
が
設
け
ら
れ
、
よ
り
適
切
な
指
導
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
内
容
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

第

一
学
年
で
は
、
「高
校
生
活

へ
の
適
応
」
「目
的
意
識
の
喚
起
」
を
目
標
に
置
き
、
欠
席
、
遅
刻
の
防
止
、
挨
拶
の
励
行
、
授
業
で

の
真
剣
な
取
り
組
み
、
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
通
し
て
、
自
己
管
理
を
図
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
こ
の
他
、
L
H
R
の
時
間
に

『進
路
ノ
ー
ト
』
(実
務
教
育
出
版
)
を
購
入
し
、
具
体
的
な
進
路
学
習
を
進

め
て
い
る
。

第
二
学
年
で
は
、
目
標
を

「卒
業
後
の
進
路

の
明
確
化
」
「進
路
情
報
の
把
握
」
に
置
き
、
前
述
の

『進
路
ノ
ー
ト
』
の
内
容
を
検
討

し
た
り
、
就
職
用
の
問
題
集
や
進
路
適
性
検
査

の
実
施
、
進
学
者

へ
の
夏
休
み
の
受
験
合
宿
を
行
う
等
、
様

々
な
実
力
養
成
の
試
み
を

行

っ
て
い
る
。

第
三
学
年
で
は
、
よ
り
具
体
的
な
進
路
指
導
が
中
心
と
な
り
、
進
路
別
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
外
部
団
体
の
校
内

で
の
進
路
説
明
会
等
を

行
い
、
個
人
面
接
を
通
じ
て
、
心
構
え
や
適
性
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

就
職
に
関
し
て
言
え
ば
、
近
年
、
高
校
生

の
就
職
は
厳
し
さ
を
増
す
情
況
と
な

っ
て
い
る
。
産
業
構
造

の
変
化
、
O
A
化
に
よ
る
合

理
化
、
求
人
の
高
学
歴
化
と
い
っ
た
問
題
が
そ
の
要
因
で
あ
り
、
高
校
生
の
人
材

の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
点
の
改
善

に
向
け
ら
れ
た
進
路
学
習
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

進
学
に
つ
い
て
は
、
基
礎
学
力
の
充
実
が
、
基
本
的
課
題
で
あ
り
、
日
常
的
な
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
来
、
専
門
学
校

へ
の
進
学
希
望
者
が
増
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ

の
場
合
も
、
大
学
、
短
大
進
学
以
上
に
、
将
来

へ
の
職
業
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本 校 の 進 路 状 況

61年 62年

進 学 51% 53%

大 学 24人 18人

短 大 52人 58人

専 門 学 校 159人 152人

就 職 34% 40%

金 融 25人 19人

販 売 ・サ ー ビス 64人 80人
一 般 会 社 67人 73人

家 事 3% 1%

25人 6人

そ の 他 10% 6%

(留 学 ・浪 人) 44人 27人

合 計 460人 433人

「あゆみ その三十年」入十五頁)

意
識
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
学
校
選
択
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

六
十

一
年
、
六
十
二
年
の
進
路
状
況
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
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柏
日
体
高
等
学
校

校

歌

井
上

弘
夫

作
詞

小
村
三
千
三

作
曲

、
遙

に
望

む
富
士

の
山

仰
ぐ
筑
波

の
男
女

の
峰

利
根

の
流
れ

の
芦
ゆ
ら
ぐ

静

か
に
淀

む
手
賀

の
沼

あ
あ
雄
大

の
こ
の
天
地

鍛
え
磨
か
ん
意
気
高
く
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共

に
求

め
し

こ
の
道

は

胸
に
希
望

の
輝
き

て

か
た
き
心

と
努
力

に
て

誠

の
道
を
貫

か
ん

末
は
社
会

の
中
堅
と

豊

か
な
心
変
わ
ら
じ
と

共
に
励
ま
ん
こ
の
庭
に

二

、

蛍

の
光
窓

の
雪

縁
を
結
び
集
う

共

平
和

の
光
麗
か
に

心

の
鏡
曇
り
な
く

あ
あ
か
ぐ
わ
し
き
白
梅

の

香
り

は
永
遠

に
変
わ
る
ま
じ
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